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《 輸入大豆 》 

１７／１８年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が１２月１２日発表した、１７／１８年度の世界大豆生産・需給予測によれば、

生産量は前回比０．１％減の３億４，８４７万トンとなりました。前回からカナダとロシアで

減産となっています。 

前回から生産量が微減しているものの、期初在庫の上方修正と国内搾油が前回から減少した

ことにより、期末在庫は前回比０.４％増の９，８３２万トンに上方修正されています。 

 また、同日発表された１７／１８年度の米国大豆生産・需給予測によると、単収・生産量を

含め総供給量は据え置かれましたが、輸出が前回から減少したことで期末在庫は前回比０.

６％増の１，２１２万トンに上方修正されました。 

 

１７/１８年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億４，８４７万ｔ （対前年比     ０.８％減） 

消 費 量 ３億４，４７２万ｔ （対前年比     ４.６％増） 

期末在庫量 ９，８３２万ｔ   （対前年比     １.８％増） 

期末在庫率 ２８.５％      （対前年度差 ０.８ポイント減） 

１７/１８年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億２,０４４万ｔ （対前年比     ３.０％増） 

消 費 量 ５，６６４万ｔ   （対前年比     ２.０％増） 

輸 出 量 ６，０５６万ｔ   （対前年比     ２.４％増） 

期末在庫量 １，２１２万ｔ   （対前年比    ４７.８％増） 

期末在庫率 １０.３％     （対前年度差 ３.２ポイント増） 

 

 

〇１７年産カナダ大豆生産７７２万ｔ、統計局予測 

 カナダ統計局がこのほど発表した、１７年産カナダ大豆の生産量予測によれば、前年産比 

１７．８％増の７７２万ｔと史上最高を予想されています。 

 平均単収は昨年と比べ１１．５％減となりましたが、収穫面積が史上最高水準まで拡大した

ことで、生産量は大幅に拡大する見通しとなっています。 

 州別では、オンタリオ州の生産高は１２．５％増の３８０万ｔと史上最高が見込まれていま

す。収穫面積が前年比１３．３％増と大幅に拡大したことに加え、平均単収もほぼ前年並みで

した。ケベック州は１．３％減の１１０万ｔを予測しており、マニトバ州は平均単収が１２．

６％減となったものの、収穫面積が４５．１％と大幅に拡大したことで、２２０万ｔと大幅な

増加を見込んでいます。 
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《 国産大豆 》 

〇２９年産大豆集荷、前年比６．１％増の１９．７万ｔを計画‐ＪＡ全農・全集連 

 ＪＡ全農と全集連はこのほど、２９年産大豆の集荷・販売計画をまとめ農水省に報告しまし

た。それによると集荷計画数量はＪＡ全農と全集連を合わせて、前年産比６．１％増の１９万

６，６６２ｔを見込んでおり、７月時点の集荷予定数量比では６．６％減、約 1万４，０００

ｔの下方修正となっています。 

 ＪＡ全農は２９年産大豆の生育概況について、北海道や九州では概ね生産計画並みの集荷数

量を見込む一方で、東日本は夏場の豪雨や低温・日照不足、１０月の天候不順の影響を受けた

ほか、東海・近畿でも台風による冠水・倒伏被害の影響により、生産計画を下回る産地が多い

としています。 

 販売計画は４月に行われた播種前入札取引の落札実績が４，４８５ｔ、また収穫後入札取引

分は５万０７７５ｔで、総集荷計画量の約２５％を占めています。残りの１４万１，４０２ｔ

を相対・契約栽培取引で販売する計画となっています。 

△平成２９年産販売計画     （単位：トン） 

取引方式 １１～２月 ３～５月 ６～１０月 合計 

播種前入札取引 ５００ ３，９８４ ０ ４，４８５ 

収穫後入札取引 １６，３２４ ２３，７４２ １０，７０９ ５０，７７５ 

相対・契約栽培取引 ８，８９９ ６６，６７６ ６５，８２７ １４１，４０２ 

総計 ２５，７２３ ９４，４０２ ７６，５３６ １９６，６６２ 

 

ＪＡ全農の主要１０品種の集荷計画は表の通り。概ね生産計画通りの集荷が見込まれている

北海道産とよまさりが２１％増と大幅に増加、フクユタカも九州で生産計画並みの集荷が見込

まれ、９％増と増加する見通しとなっています。里のほほえみも品種転換・作付増加を反映し

て１４％増が見込まれています。 

 一方で天候被害や作付転換などにより、エンレイ、リュウホウ、タチナガハはかなりの減少

となっています。 

品種名 ２９年産計画 ２８年産実績 前年比 

とよまさり ５３，３００ ４４，１９７ １２１％ 

フクユタカ ４５，６００ ４１，９８１ １０９％ 

里のほほえみ １３，５００ １１，８１０ １１４％ 

エンレイ １２，１００ １３，５５２ ８９％ 

リュウホウ １０，９００ １３，５９７ ８０％ 

ユキシズカ ９，６００ ８，６１１ １１１％ 

タチナガハ ７，２００ ８，１１４ ８９％ 

おおすず ５，６００ ５，９９０ ９３％ 

ミヤギシロメ ５，４００ ５，２６９ １０２％ 

 


